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「実力と気品をそなえ、たくましくあれ！」

恵下 斂先生 宮崎大学教育文化学部教授

（え げ おさむ）
理学博士

附属中は、自然科学探究に取り組んでいます。その一貫としま

しまして、宮崎大学の恵下先生に出前授業をしていただきました。

２回にわたり、「おもしろい理数世界」というテーマでわかりや

すく、そしてインパクトのある授業を見せていただきました。子

どもたちは、興味津々な様子で楽しく、真剣に取り組んでいまし

た。内容は、１回目は「三平方（ピタゴラス）の定理」「円の面

積を直角三角形に変えて」、２回目は「私が研究してきた原子と

分子の世界」「関数と方程式について」「学会で使われる言葉は英

語」などで、恵下先生にとっては本年度で宮崎大学をご退職に

なるといことで、ご自身から本校への出前授業を申し出たという

ことでした。先生はご自身の４０年にわたる教育の中で、「自然科学」という学問を生徒に何かしらでも伝え

られればとの強い思いがあられ、その思いがひしひしとを感じれる授業実践でした。

本校は、一人ひとりの生徒が自らの課題

について追究を深め、思考し、自分自身の

考えとしてまとめたり発表したりする総合

的な学習の時間を実践しています。以下の

学習の流れを探究的な学習の流れの基本と

しています。

① 課題意識をもつ・課題を設定する。

② 情報の取り出し・収集

③ 整理・分析・思考

④ まとめ・表現

中学校学習指導要領解説理科編によれば、

「科学的に探究する能力の基礎」とは、「問

題の把握、仮説の設定、資料の収集、実験

による検証、結果の分析と解釈、結論の算

出」などの「科学的に探究する活動」を通

して育成される能力とされます。このこと

から、科学的に探究する能力は一挙に獲得

できるものではなく、生徒が具体的な問題

に取り組み、それらを解決していく活動を

通して身につけていくものであると言えます。したがって目的意識をもって観察、実験を行ったり、得られた

データーを分析して解釈したりといった経験を系統的・計画的にさせることが重要です。その際、観察、実験

の結果をどのように分析すればよいのかなどといった「科学的に探究する活動」を構成する具体的な要素（ベ

ーシックスキル）を確実に身に付けさせることが大切です。



宮崎大学医学部 片岡先生の出前授業から 宮崎大学医学部 國武先生の出前授業から

●～今、ガン患者がすごく増えてきているので、将 ●～その中で心に残った事は二つあります。１つ目

来医療関係の仕事につきたいので、とても興味深 は神経１つ１つの働きです。神経１つの中で興奮

いものとなりました。ガンは食べ物からもなると という＋と－を入れ替えるポンプの働きが１００

いわれたので、本当に身近な病気なんだなとびっ ０分の１秒で行われていた事に驚きました。～２

くりしました。死につながるので怖いです。しか つ目は、神経に刺激を与えた事で手足が震えてい

も、ガン細胞は１０年以上前から～不老不死だと た人が歩けるまでに回復した事です。～もし、１

いうことを初めて知りました。～今日、教わった つ１つの神経の働きが分かれば、体の異常を治せ

ことを生かしていけたらなあと思います。 ると思います。将来こういう事を研究したいです。

入江 彩花 西川 竜星

宮崎大学医学部 片岡先生の出前授業から 宮崎大学医学部 國武先生の出前授業から

●～まず、細胞の数についてです。私は、１００億 ●～僕が一番思ったのは、人間の脳がとても複雑だ

ぐらいだと思っていたけれど、６０兆もあると聞い ということです。自分の脳を作った僕自身が分か

てびっくりしました。～次に、細胞の働きです。細 らないような複雑なしくみでこんなにもよくでき

胞には、自らＤＮＡを切断して自殺することができ ているなんて思いもしませんでした。～特にびっ

ると聞いて、人間と同じなんだなあと思いました。 くりしたことは、人間の脳細胞で電池の約２０分

～一番びっくりしたのは、ガン細胞についてです。 の１の電気が流れていることです。しかもその時

ガン細胞はもともとは、普通の細胞で不要になった 間なんと１ミリ秒と１０００分の１秒で伝わると

ものが、ガン細胞になるそうです。大井 美怜 驚きの数字でした。 榮福 和希

新体力テストの結果が出ました！

附中生の体力は宮崎県、全国を上回る！

（１年生男子） （１年生女子）

例年４月から５月にかけて保健体育科で体力テストを行っています。

今後、進路実現に向けてしっかり学習するためにも、将来社会人として活躍するためにも、そして、生き

甲斐を持って元気に生きていくいくためにも体力は必要で、生きる力の源になるものです。

ですから、本校でも体力テストは継続しながら、分析し何が足りないのかを研究しているところです。

上記のグラフは、今年度の体力テストの結果です。握力やハンドボール投げ、５０ｍ走などに若干県・全

国を下回っていますが、全体的な平均は男女とも、宮崎県・全国を上回っています。今後とも、部活動など

継続的に行える運動を見つけていく必要があると考えます。

【平成２２年度 体力賞 受賞者】

尾前 勇向・入江彩花・大井美怜・興梠七海・橋口芳菜・藤岡ゆい・益留菜央・渡邉美波
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